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11
月
３
日

「
人
権
啓
発
講
演
会
」

講
師
に「
行
列
の
で
き
る
法
律
相
談
所
」

で
お
な
じ
み
の
本
村
健
太
郎
弁
護
士
を
お

招
き
し
、「
人
権
に
つ
い
て
考
え
よ
う
」を

テ
ー
マ
に
、女
性
や
子
ど
も
の
人
権
、高
齢

者
や
障
害
者
の
人
権
な
ど
に
つ
い
て
の
講

演
を
行
な
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

弁
護
活
動
を
行
な
う
中
で
、
困
る
こ
と
の

あ
る
相
談
事
例
や
芸
能
界
の
話
な
ど
を
交

え
な
が
ら
楽
し
い
講
演
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

ま
た
、
講
演
会
前
に
は
子
ど
も
太
鼓
ク

ラ
ブ
に
よ
る
演
奏
や
、
も
の
ま
ね
タ
レ
ン

ト
で
あ
る
花
香
芳
秋
さ
ん
に
よ
る
お
笑
い

ラ
イ
ブ
シ
ョ
ー
も
行
な
わ
れ
、
多
く
の
村

民
の
皆
さ
ん
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

11
月
６
日

「
将
棋
大
会
」

参
加
者
　
12
名

・
名
人
戦

優
　
勝
　
金
子
公
行
 さ
ん

準
優
勝
　
山
口
晃
司
 さ
ん

三
　
位
　
山
口
俶
徳
 さ
ん

・
級
位
戦

優
　
勝
　
鷹
林
壽
美
雄
 さ
ん

準
優
勝
　
佐
藤
益
三
 さ
ん

三
　
位
　
佐
藤
喜
徳
 さ
ん

平成21年12月１日（２）

『
文
化
歴
史
週
間
』

村
制
施
行
１
２
０
周
年
記
念
事
業
と
し

て
、文
化
歴
史
週
間
中（
10
月
31
日
か
ら
11

月
７
日
）
に
文
芸
選
評
、
人
権
啓
発
講
演

会
、水
源
の
郷
講
演
会
、将
棋
大
会
等
の
イ

ベ
ン
ト
が
や
ま
ゆ
り
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、

延
べ
９
０
０
人
の
村
民
の
方
々
が
来
場
し

ま
し
た
。
　
       

会
場
内
で
は
、椿
地
区
の
十
王
像
、池
之

原
ス
ト
ー
ン
サ
ー
ク
ル（
縄
文
遺
跡
）、月

夜
野
地
区
の
道
標
な
ど
の
歴
史
資
料
の
展

示
や
山
口
一
成
さ
ん
と
道
志
中
学
校
生
徒

が
丹
精
込
め
て
育
て
た
菊
、
お
茶
同
好
会

に
よ
る
抹
茶
の
サ
ー
ビ
ス
、
村
内
書
道
教

室
に
通
う
子
供
達
の
書
の
展
示
な
ど
が
あ

り
、
村
民
が
村
の
文
化
と
歴
史
に
ふ
れ
る

機
会
と
し
て
、
意
義
深
い
『
文
化
歴
史
週

間
』
と
な
り
ま
し
た
。

10
月
31
日

「
文
芸
選
評
」

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
第
１
公
開
生
放
送



11
月
７
日

「
水
源
の
郷
講
演
会
」

人
と
自
然
の
調
和
を
テ
ー
マ
に
コ
ン
サ

ー
ト
活
動
と
植
樹
活
動
を
続
け
る
異
色
の

シ
ン
ガ
ー「
し
ら
い
み
ち
よ
」さ
ん
が
道
志

村
の
自
然
環
境
と
農
村
景
観
の
保
全
に
つ

い
て
歌
と
ト
ー
ク
に
よ
る
講
演
会
を
実
施

し
ま
し
た
。

会
場
に
は
、
１
５
０
人
の
村
民
の
方
々

が
入
場
し
、
こ
れ
ま
で
の
環
境
活
動
の
語

り
と
清
ら
か
な
歌
声
に
感
動
し
て
い
ま
し

た
。

（３）



国民健康保険特別会計

国民健康保険診療所特別会計

簡易水道事業特別会計

老人医療費特別会計

観光施設等事業特別会計

介 護 保 険 特 別 会 計

介護保険サービス事業特別会計

浄化槽事業特別会計

後期高齢者医療特別会計

平成21年12月１日（４）

村 税

地 方 贈 与 税

利 子 割 交 付 金

配 当 割 交 付 金

株式等譲渡所得割交付金

地方消費税交付金

自動車取得税交付金

地方特例交付金

地 方 交 付 税

交通安全対策特別交付金

分担金及び負担金

使用料及び手数料

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

財 産 収 入

寄 付 金 

繰 入 金

繰 越 金

諸 収 入

村 債

 1. 

 2. 

 3. 

 4. 

 5. 

 6. 

 7. 

 8. 

 9. 

10. 

11. 

12. 

13. 

14. 

15. 

16.  

17. 

18. 

19. 

20. 

 1. 

 2. 

 3. 

 4. 

 5. 

 6. 

 7. 

 8. 

 9. 

10. 

11. 

12. 

13. 

予 算 額

202,287

13,500

1,200

300

200

19,000

4,700

3,113

850,202

0

14,304

22,503

237,710

133,970

2,036

146,900

882

89,564

26,947

352,800

2,122,118

収入済額

120,968

4,419

417

142

0

10,978

770

3,113

579,454

0

6,020

6,296

4,298

7,310

0

580

0

97,964

5,367

0

848,096

収入率(%)

59.8

32.7

34.8

47.3

0.0

57.8

16.4

100.0

68.2

0.0

42.1

28.0

1.8

5.5

0.0

0.4

0.0

109.4

19.9

0.0

40.0

予 算 額

278,610

289,901

107,493

4,793

351,417

185,307

28,708

179,405

45,616

1,192,640

収入済額

105,599

24,568

2,512

172

126,766

69,413

9,499

3,384

6,507

242,821

収入率(%)

37.9

8.5

2.3

3.6

36.1

37.5

33.1

1.9

14.3

20.4

予 算 額

36,254

407,642

285,277

101,793

299,099

68,828

292,305

170,299

209,992

0

243,693

1,936

5,000

2,122,118

支出済額

16,263

151,543

63,802

26,022

51,326

16,730

11,735

48,058

66,729

0

118,735

0.0

0.0

570,943

支出率(%)

44.9

37.2

22.4

25.6

17.2

24.3

4.0

28.2

31.8

0

48.7

0.0

0.0

26.9

一般会計歳入状況 （21.9.30現在　単位：千円）特別会計歳入状況 （21.9.30現在　単位：千円）

特別会計歳出状況 （21.9.30現在　単位：千円）

一般会計歳出状況 （21.9.30現在　単位：千円）

議 　 会 　 費

総 　 務 　 費

民 　 生 　 費

衛 　 生 　 費

農 林 水 産 業 費

商 　 工 　 費

土 　 木 　 費

消 　 防 　 費

教 　 育 　 費

災 害 復 旧 費

公 　 債 　 費

諸 支 出 金

予 　 備 　 費

一
般
会
計

平
成
21
年
度
上
半
期
一

般
会
計
は
、
歳
入
が
８
億

４
千
８
百
９
万
６
千
円
の

収
入
済
額
（
収
入
率
40
％
)

と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

主
な
も
の
は
、
村
税
の
１

億
２
千
96
万
８
千
円
、
地

方
交
付
税
の
５
億
７
千
９

百
45
万
４
千
円
等
で
す
。

歳
出
は
、
支
出
済
額
５

億
７
千
94
万
３
千
円
（
支

出
率
26
・
９
％
）
と
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
主
な
も

の
は
、
総
務
費
の
１
億
５

千
百
54
万
３
千
円
な
ど
で

す
。特

別
会
計

平
成
21
年
度
上
半
期

特
別
会
計
は
、
合
計
で

収
入
済
額
が
２
億
４
千

２
百
82
万
１
千
円
（
収

入
率
20
・
４
％
）
支
出

済
額
が
３
億
８
千
８
百

61
万
７
千
円
 （
支
出
率

32
・
６
％
）
 と
な
っ
て

ま
す
。

な
お
、
そ
れ
ぞ
れ
の

歳
入
歳
出
状
況
は
表
の

と
お
り
で
す
。

9/10 横浜市友好交流事業（横浜ツアー）

科　　　目科　　　目

計

科　　　目

計

計

国民健康保険特別会計

国民健康保険診療所特別会計

簡易水道事業特別会計

老人医療費特別会計

観光施設等事業特別会計

介 護 保 険 特 別 会 計

介護保険サービス事業特別会計

浄化槽事業特別会計

後期高齢者医療特別会計

予 算 額

278,610

289,901

107,493

4,793

351,417

185,307

28,708

179,405

45,616

1,192,640

歳出済額

101,513

88,280

25,154

0

163,319

62,564

10,980

17,356

20,964

388,617

支出率(%)

36.4

30.5

23.4

0.0

46.5

33.8

38.2

9.7

46.0

32.6計

科　　　目

平成21年度 上半期財政公表
（平成21年４月〜９月）



（５）

工事
番号

24
富士通ゼネラル㈱・㈱トーコンフィールドサービス・
㈱東日本電信電話㈱山梨支店・東日本通商㈱

道志村防災行政無線
施設設置工事 富士通ゼネラル㈱ ¥53,880,000 ¥56,200,000 9月1日

〜3月19日

落札率 指　名　業　者

95.9%

27
㈱双成化建・武山工業㈱・㈱高野塗装店・
㈱土屋工業・井上塗装㈱

池之原団地屋上・
外壁改修工事 武山工業㈱ ¥10,136,000 ¥12,670,000 9月1日

〜12月23日 80.0%

28
長田産業㈱・㈲池谷工務店・㈲平賀興業・
㈲七里緑化・㈲坂本建設・㈲美善屋建設

国・県道環境整備
工事（１工区） 長田産業㈱ ¥4,450,000 ¥4,620,000 10月10日

〜11月28日 96.3%

29
長田産業㈱・㈲池谷工務店・㈲平賀興業・
㈲七里緑化・㈲坂本建設・㈲美善屋建設

国・県道環境整備
工事（２工区） ㈲七里緑化 ¥4,410,000 ¥4,570,000 10月10日

〜11月28日 96.5%

30
長田産業㈱・㈲池谷工務店・㈲平賀興業・
㈲七里緑化・㈲坂本建設・㈲美善屋建設

国・県道環境整備
工事（３工区） ㈲平賀興業 ¥4,600,000 ¥4,890,000 10月10日

〜11月28日 94.1%

32
㈱佐藤工業所・渡建工業㈱・志村工業㈱・
㈲渡辺工務所

村道室久保線舗装工事
（総合評価落札方式） 志村工業㈱ ¥6,200,000 ¥6,860,000 11月4日

〜2月1日 90.4%

36
㈱佐藤工業所・渡建工業㈱・志村工業㈱・
㈲渡辺工務所

中山橋床版工事 渡建工業㈱ ¥16,600,000 ¥17,160,000 10月30日
〜2月16日 96.7%

37
㈱佐藤設備・㈲太田水道工務店・三協設
備㈱・㈲七里緑化・長田産業㈱

神地営農飲雑用水給水管
敷設工事（第１工区） 長田産業㈱ ¥10,160,000 ¥10,590,000 10月30日

〜3月28日 95.9%

38
㈱佐藤設備・㈲太田水道工務店・三協設
備㈱・㈲七里緑化・長田産業㈱

神地営農飲雑用水給水管
敷設工事（第２工区） ㈲佐藤設備 ¥13,100,000 ¥13,640,000 10月30日

〜3月28日 96.0%

39
㈱佐藤工業所・渡建工業㈱・㈲佐藤設備・
㈲七里緑化・長田産業㈱

浄化槽２１−６工事 ㈲七里緑化 ¥8,290,000 ¥8,500,000 11月6日
〜1月24日 97.5%

40
富士急建設㈱・㈲池谷工務店・長田産業㈱・
タカムラ建設㈱・㈱梶原工業所

旧久保分校廃校活用
改修建築工事 ㈱梶原工業所 ¥59,600,000 ¥61,100,000 11月25日

〜3月25日 97.5%

41
富士急建設㈱・㈲池谷工務店・長田産業㈱・
タカムラ建設㈱・㈱梶原工業所

旧久保分校廃校活用
外構・修景工事 ㈲池谷工務店 ¥19,550,000 ¥20,100,000 11月25日

〜3月25日 97.3%

工　事　名 落　札　者 落札金額 予定価格 工　　期

契約
番号

29
㈱パスコ・㈱サンポー・昭和測量㈱・
㈱富士エンジニアリング・大輝測量㈱

橋梁点検及び長寿命化
修繕計画策定業務委託 大輝測量㈱ ¥8,680,000 ¥9,770,000 7月25日

〜3月31日

落札率 指　名　業　者

88.8%

30
佐藤設計企画室・山口建築設計事務所・
㈲団設計

村営住宅建設工事実
施設計業務委託 佐藤設計企画室 ¥1,490,000 ¥2,200,000 7月25日

〜12月23日 67.7%

31
第一測量㈱・㈱OMT・パイロット測量㈱・
東和測量設計㈱・㈱藤本測量

村道西向線改良工事
測量設計業務委託 第一測量㈱ ¥4,300,000 ¥4,520,000 7月25日

〜11月23日 95.1%

物　品　名 落　札　者 落札金額 予定価格 工　　期

※道志村ホームページにて詳細がご覧いただけます。

建設工事

物品購入

農業用廃プラ（使用済みのマルチビニールやポリフィルムなど。）は、「廃棄物の処理および清清掃に関す
る法律」によって排出者である農家自らの責任において処理することが義務づけられています。

この法律では、農業用廃プラをみだりに捨てたり、野焼きをしたりすると罰せられます。道志村では、これ
までも農業用廃プラの再利用を目的に収集しており貴重な資源のリサイクルに寄与しております。　

次の注意事項をよく読んでルールを守りご協力ください。（分類Ⅱについては有料の専用回収袋が必要とな
ります。）

※注意事項
◎   農業用廃プラは、役場前収集場所に指定日の午前７時〜10時までに出してください。それ以外の時間には出さないでください。
◎   廃プラは、塩化ビニール、ポリエチレン系などの性質が違うので、種類ごとに分別して束ねてください。処理機械の故障の原因

となりますので、土砂は除去し、ゴミや金物などの異物は絶対に入れないでください。
◎   梱包（荷造り）する時、分別Ⅰは〜１５ｋｇ程度にして、２箇所又は十字にヒモで結束してください。

分類Ⅱについては、農協で回収袋を購入して入れて出してください。

▶ 収集場所 役　場　前
▶ 収 集 日 12月18日（金）午前７時〜10時　収集日以外には絶対に出さないでください。
▶ 次回収集予定　来年７月頃になります。

【問合わせ先】役場産業振興課 農政担当　TEL ５２−２１１４

農 業 用 廃 プ ラ ス
チック回収分類表

分類Ⅰ

分類Ⅱ

農ビ・ポリ・クサビ・肥料袋・育苗箱・苗ポット・ポリ花鉢など
防鳥ネット等・マルチ類・ブルーシートなど　※農協から処理代として回収袋
（１袋500円）を事前に購入してください。回収袋に入れてないものについて
は収集しませんので、出してはいけません。

農業用廃プラスチックの収集について

入　札　結　果
公共工事の入札及び契約の適正化の促進に関する法律第８条第１項に基づき入札結果を公表します。



高齢者虐待防止法では、「高齢者（６５歳以上）虐待」とは、高齢者を養護する人（家族・介護職員
など）などによる高齢者虐待と定義されています。

・たたく、つねる、殴る、ける、やけどを負わせるなど

・ベットにしばりつけたり意図的に薬を過剰に与えるなど

・空腹、脱水、栄養失調の状態のままにするなど

・ごみを放置するなど劣悪な環境の中で生活させるなど

・排泄などの失敗に対して高齢者に恥をかかせるなど

・子ども扱いする、怒鳴る、ののしる、悪口をいう、無視するなど

・懲罰的に裸にして放置するなど

・本人のお金を必要な額、渡さない、使わせないなど

・本人の不動産、年金、預貯金などを本人の意思・利益に反して使用するなど

虐待に気づいた人は通報義務があります。早期に発見し第三者が介入することで虐待の深刻化を防ぐ
ことができます。虐待を発見したり、虐待があると思われるときは道志村役場・道志村地域包括支援セ
ンターに連絡してください。　

道志村役場・道志村地域包括支援センター　電話５２－２１１３

平成21年12月１日（６）

山梨社会保険事務局からお知らせ

「 日本年金機構 」が来年１月１日からスタート！！
～社会保険庁が廃止され、新たに「日本年金機構」がスタートします。～

国民の皆様の信頼に応え、一層のサービス向上の実現を目指し、社会保険庁は組織・人員を一新し、
「日本年金機構」として生まれ変わります。

○ 現在あるお近くの社会保険事務所は、新たに「年金事務所」と名称が変わりますが、年金相談など

の窓口として引き続きご利用いただけます。

○ 日本年金機構の設立に伴い、国民の皆様方に何らかの手続きをしていただくことは一切ございませ

んので、ご安心ください。

廃止

社会保険庁

高齢者の虐待、知ってますか？

日本年金機構【公的年金の運営業務】

厚 生 労 働 省【公的年金の

財政責任・運営責任】

平
成
22
１
月
１
日
か
ら
{

身体的虐待

心理的虐待

性的虐待

経済的虐待

介護・世話の
放棄・放任



（７）

▲
12
月
の
つ
ぼ
み
っ
こ
く
ら
ぶ

つ
ぼ
み
っ
こ
は
今
月
も
お
子
さ
ん
の
元

気
を
応
援
し
ま
す
。対
象
者
は
、保
育
所
入

所
前
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者
で
す
。

◎
手
作
り
お
も
ち
ゃ
を
作
っ
て
み
よ
う
！

日
時
　
12
月
１
日
（
火
）

午
前
10
時
～

場
所
　
や
ま
ゆ
り
セ
ン
タ
ー

講
師
　
高
瀬
浩
子
さ
ん

内
容
　
ア
ン
パ
ン
マ
ン
の
ピ
ー
ヒ
ャ
ラ

棒
を
仕
上
げ
ま
し
ょ
う
。

◎
楽
し
い
ク
リ
ス
マ
ス
会
に
参
加
し
よ
う
！

日
時
　
12
月
15
日
（
火
）

午
前
10
時
～

場
所
　
や
ま
ゆ
り
セ
ン
タ
ー

内
容
　
み
ん
な
で
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー

の
飾
り
付
け
、
ケ
ー
キ
の
デ
コ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
し
ま
す
。
楽
し

い
遊
び
で
ク
リ
ス
マ
ス
を
一
足

早
く
楽
し
み
ま
す
。

問
合
わ
せ
先

役
場
住
民
健
康
課
保
健
師

伯
耆
・
宮
下
　
☎
52−

２
１
１
３

役
場
住
民
健
康
課
か
ら

◯
道
志
村
結
婚
祝
金
・
出
産
育
児

祝
金
の
支
給
に
つ
い
て

村
で
は
、
村
内
に
居
住
さ
れ
て
い
る
方

に
結
婚
祝
金
・
出
産
育
児
祝
金
を
支
給
し

て
お
り
ま
す
。

該
当
者
に
つ
き
ま
し
て
は
、
申
請
の
手

続
き
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
案
内

申
し
上
げ
ま
す
。

尚
、住
所
要
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、本
年

４
月
１
日
か
ら
と
な
り
ま
し
た
。

問
合
わ
せ
先

役
場
住
民
健
康
課
高
齢
者
福
祉
担
当

☎
52−

２
１
１
３

富
士
・
東
部
保
健
福
祉
事
務
所
か
ら

◯
心
身
障
害
者
自
動
車
燃
料
費

助
成
金
の
請
求
に
つ
い
て

富
士
・
東
部
保
健
福
祉
事
務
所
管
内
に

在
住
し
て
い
る
方
で
、
平
成
21
年
度
に
自

動
車
税
又
は
軽
自
動
車
税
に
減
免
を
受
け

て
い
る
か
、
も
し
く
は
平
成
22
年
度
か
ら

減
免
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
、
次
の
い
ず

れ
か
該
当
す
る
方
。

受
付
期
間

平
成
22
年
１
月
６
日
（
水
）
か
ら

平
成
22
年
２
月
５
日
（
金
）
ま
で

な
お
、郵
送
に
よ
る
締
切
日
は
、２
月
５

日
消
印
有
効

会
場
で
の
受
付

平
成
22
年
１
月
６
日
（
水
）

富
士
・
東
部
保
健
福
祉
事
務
所

平
成
22
年
１
月
20
日
（
水
）

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
都
留

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

対
象
者

①
身
体
障
害
者
手
帳
の
総
合
等
級
　
　

１
級
又
は
２
級
　

②
療
養
手
帳
の
障
害
程
度
　
Ａ

③
戦
傷
病
者
手
帳
の
障
害
程
度

特
別
項
症
　
第
１
・
２
項
症

対
象
期
間

平
成
21
年
１
月
１
日
か
ら
平
成
21

年
12
月
31
日
ま
で
。た
だ
し
、期
間
途
中

で
新
た
に
減
免
の
対
象
と
な
っ
た
場
合
、

当
該
対
象
と
な
っ
た
日
の
属
す
る
月
の

翌
月
１
日
か
ら
対
象
期
間
と
な
り
ま
す
。

請
求
書
等
の
配
布

役
場
住
民
健
康
課
障
害
福
祉
係
で
配

布
し
て
お
り
ま
す
。

郵
送
の
場
合
の
注
意
点

請
求
書
、
支
払
証
明
書
又
は
購
入
計

算
書（
領
収
書
）以
外
は
、コ
ピ
ー
を
同

封
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
わ
せ
先

富
士
・
東
部
保
健
福
祉
事
務
所

☎
０
５
５
５−

24−
９
０
３
２

お

知

ら

せ

く
ら
し
の
情
報

お

知

ら

せ

お

知

ら

せ

子
育
て

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

山
梨
県
生
涯
学
習
文
化
課
か
ら

◯
キ
ャ
ン
パ
ス
ネ
ッ
ト
や
ま
な
し
入
学
者
募
集

県
民
の
皆
さ
ん
の
生
涯
学
習
を
応
援
し

ま
す
。い
つ
で
も
ど
こ
で
も
、気
軽
に
学
べ

る
シ
ス
テ
ム
が
「
キ
ャ
ン
パ
ス
ネ
ッ
ト
や

ま
な
し
」
で
す
。

問
合
わ
せ
先

山
梨
県
生
涯
学
習
文
化
課

☎
０
５
５
５−

２
２
３−

１
３
１
９

http://w
w
w
2.m
anabi.pref.

yam
anashi.jp/cam
pusnet/

総
務
省
　
山
梨
県
テ
レ
ビ
受
信
者
　
　
　

支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

○
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
関
す
る

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
12
月
９
日
（
水
）

午
後
７
時
30
分
～

場
所
　
や
ま
ゆ
り
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

総
務
省
テ
レ
ビ
受
信
者
支
援
セ
ン
タ
ー

（
デ
ジ
サ
ポ
）に
お
き
ま
し
て
は
、国
民
の

皆
様
に
対
し
て
、正
確
な
情
報
を
提
供
し
、

積
極
的
に
地
上
デ
ジ
タ
ル
化
の
働
き
か
け

を
行
う
事
を
目
的
に
、
説
明
会
や
戸
別
訪

問
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

道
志
村
で
も
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
の

で
、
皆
様
の
多
数
の
出
席
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

問
合
わ
せ
先

総
務
省
　
山
梨
県
テ
レ
ビ
受
信
者

支
援
セ
ン
タ
ー
（
デ
ジ
サ
ポ
山
梨
）

☎
０
５
５
５−

２
５
５−

６
０
３
８
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14

21

11／30 5
休診

4

12
休診

19
休診

26
午前中のみ診察

3
研修のため休診

10
研修のため休診

17
研修のため休診

24
研修のため休診

31
大晦日

1／1
元旦

1／2
休診

2

9

16

23

30
休診

12／1
午前：胃カメラ

8
午前：胃カメラ

7

15
午前：胃カメラ

22
午前：胃カメラ

29
休診

28
仕事納め

6

11／29

13

20

27

11

18

25

日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

月始めには保険証の提出をお願いします。

平成22年の診療開始日は１月４日になります。
連休前後は混雑が予想されるため、なるべくさけて受診してください。

1／7
研修のため休診

1／8 1／9
午前中のみ診察

1／61／5
午前：胃カメラ

1／4
仕事始め

1／3

十
一
月
の
予
定

診 療 所 だ よ り
道志村内の新型インフルエンザの流行は一旦落ち着いてきていますが、毎年みられる年末からの季節性

インフルエンザの流行とともに、新型インフルエンザ流行の第 2 波発生が予測されるため、引き続き注意し
ていきましょう。
●今回は、テレビ CM などで最近話題となっている「IBS」についてお話します。正式名称は「過敏性腸症
候群」で、英語名 Irritable Bowel Syndrome の頭文字から「IBS」と呼ばれます。腹痛や腹部不快感をとも
なう下痢や便秘などの便通異常が慢性的に繰り返される疾患のことです。ほかの下痢や便秘と大きく違う
のは、腹痛やおなかの張り、おなかがなんとなく気持ち悪い、おなかが鳴る、といった腹部症状をともなう
ことです。また、排便によってその症状が軽減することも、IBS であるかどうかを見極める目安になります。
次に示すような経験をお持ちの方は IBS かもしれません。

○通勤/通学途中の車・電車内でおなかが痛くなりトイレに駆け込む
○試験の前におなかが痛くなり、集中できない
○大事な会議の前におなかが痛くなる
○旅行中、急におなかが痛くなり、トイレを探す

このように誰でも一度は経験したことがある状態が、慢性的に、より強い症状となっておこる場合には、IBS
と診断されたのち治療を受ける必要があると思われます。ただし、警告症状と呼ばれる血便、貧血、体重減
少、発熱、大腸癌の家族歴、発症時の年齢が 50 歳以上、大きな症状変化がある方は、血液検査や大腸内視
鏡といった精密検査を受けられることをお勧めします。
●続いて新型インフルエンザ予防接種についてのお知らせです。1 歳〜小学校 3 年生までの児を対象に 12
月上旬を目安に接種を行います。村役場と連携しながら、集団接種を行っていく方針です。詳細が決まりま
したら再度連絡させていただきます。
●季節性インフルエンザの予防接種については、例年通り診療所で行っております。季節性インフルエンザ
の流行も必ず起こると思われますので、12 月中旬までの接種をお願いします。
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等
、
数
々
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

こ
の
よ
う
な
機
会
を
持
て
た
こ
と
に
感

謝
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

◎
第
五
福
竜
丸
見
学

二
年
生
は
十
一
月
五
日
（
木
）
に
、
総

合
的
な
学
習
の
時
間
を
使
っ
て
、
東
京
都

江
東
区
夢
の
島
公
園
内
に
あ
る
第
五
福
竜

丸
展
示
館
を
見
学
し
ま
し
た
。

第
五
福
竜
丸
は
、
昭
和
二
十
九
年
三
月

一
日
に
太
平
洋
の
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
に
あ

る
ビ
キ
ニ
環
礁
で
ア
メ
リ
カ
が
行
っ
た
水

爆
実
験
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
木
造
漁
船

で
す
。
水
爆
は
原
爆
の
千
倍
の
威
力
が
あ

る
と
い
い
ま
す
。
そ
の
為
、
強
い
放
射
能

を
た
く
さ
ん
浴
び
船
員
も
マ
グ
ロ
も
船
も

大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
乗
組
員
二

十
三
名
は
急
性
放
射
能
症
で
入
院
し
、
無

線
長
だ
っ
た
久
保
山
愛
吉
さ
ん
は
、
そ
の

年
の
九
月
に
亡
く
な
り
ま
し
た
。

水
爆
の
む
ご
さ
と
そ
の
後
の
生
き
様

を
、
当
時
、
乗
組
員
で
あ
っ
た
「
大
石
又

七
さ
ん
」
か
ら
お
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

ま
た
、
実
際
に
展
示
品
を
見
て
、
核
の

恐
ろ
し
さ
と
平
和
で
あ
る
こ
と
の
尊
さ
を

深
く
心
に
刻
ん
だ
こ
と
と
思
い
ま
す
。

来
年
は
、
修
学
旅
行
で
広
島
を
訪
ね
、

核
に
よ
り
被
っ
た
災
い
を
目
の
当
た
り
に

し
、
今
、
自
分
が
で
き
る
こ
と
は
何
か
を

考
え
る
学
習
へ
と
進
ん
で
い
き
ま
す
。

◎
見
事
、
会
長
賞
お
め
で
と
う

今
年
も
「
中
学
生
の
税
に
つ
い
て
の
作

文
コ
ン
ク
ー
ル
」
に
三
年
生
が
応
募
し
ま

し
た
。

そ
の
中
で
諏
訪
本
さ
く
ら
さ
ん
の
「
税

に
感
謝
」
が
、
大
月
税
務
署
管
内
納
税
貯

蓄
組
合
連
合
会
会
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

◎
見
事
、
二
位
お
め
で
と
う

今
年
「
地
区
中
学
校
英
語
暗
唱
大
会
」

に
本
校
か
ら
二
名
参
加
し
ま
し
た
。

そ
の
中
で
渡
辺
健
太
君
と
天
野
和
哉
君

が
二
位
を
受
賞
し
ま
し
た
。

尚
、
三
年
生
の
渡
辺
健
太
君
は
、
地
区

で
選
ば
れ
「
A passage  to Freedom

- The Sugihara Story -」
と
題
し
て
県

の
大
会
に
も
参
加
し
ま
し
た
。

「
今
年
も
ど
う
も
あ
り
が
と
う
」
と
言

わ
れ
ま
し
た
。
三
年
生
が
育
て
た
三
本
仕

立
て
の
「
菊
」
を
、
道
志
村
診
療
所
、
駐

在
所
、
そ
し
て
、
や
ま
ゆ
り
セ
ン
タ
ー
に

展
示
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

指
導
者
は
、
『
山
口
一
成
』
さ
ん
。
五

月
十
八
日
に
„
さ
し
芽
づ
く
り�
か
ら
始

ま
り
、„
小
鉢
移
植�
„
大
鉢
定
植�
と
次

第
に
難
し
く
な
り
ま
し
た
。
腐
葉
土
や
鶏

糞
、
油
か
す
、
籾
殻
、
赤
土
な
ど
を
混
ぜ

る
作
業
も
み
ん
な
で
協
力
し
て
で
き
る
よ

学校だより 道志中学校 (第45号）

う
に
な
り
ま
し
た
。

夏
の
暑
い
日
に
、
水
く
れ
す
る
作
業
も

毎
日
と
な
る
と
大
変
で
あ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
で
も
、
そ
う
し
た
作
業
を
通
し
て
、

育
て
る
意
識
が
高
ま
り
、
育
て
る
こ
と
の

難
し
さ
と
喜
び
を
味
わ
う
こ
と
も
で
き
ま

し
た
。
大
き
く
立
派
に
育
っ
た
花
を
見
た

と
き
、
何
と
も
言
え
ぬ
気
持
ち
に
な
り
ま

し
た
。

こ
う
し
た
体
験
が
出
来
た
の
も
山
口
一

成
さ
ん
の
指
導
の
お
陰
で
す
。
本
当
に
ご

苦
労
さ
ま
で
し
た
。

◎
芸
術
鑑
賞
会
　
太
鼓
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
公
演

「

天
野
宣
　
＆
　
阿
羅
漢

」

十
一
月
十
七
日
（
火
）
に
、
「
芸
術
鑑

賞
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
「
天
野
宣
＆

阿
羅
漢
」
に
よ
る
、
„
太
鼓
ア
ン
サ
ン
ブ

ル�
の
演
奏
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

本
村
で
は
、
太
鼓
演
奏
を
村
の
伝
統
芸

能
と
し
て
長
年
技
を
磨
い
て
き
た
『
東
富

士
七
里
太
鼓
保
存
会
』
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
活
動
は
こ
の
地
域
だ
け
で
な
く
横
浜
や

関
係
す
る
人
た
ち
に
影
響
を
与
え
て
、
村

の
誇
り
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
本
校
で
も

多
く
の
先
輩
達
の
指
導
の
下
、
若
鮎
祭
で

見
事
な
演
奏
が
で
き
る
の
も
保
存
会
の
お

陰
で
す
。

演
奏
は
、
「
祈
り
と
儀
式
」
か
ら
始
ま

り
、
子
ど
も
達
も
手
拍
子
で
演
奏
に
参
加

で
き
、
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
そ
の
太
鼓

の
演
奏
の
す
ば
ら
し
さ
を
感
じ
、
そ
の
迫

力
あ
る
演
奏
の
世
界
に
浸
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

子
ど
も
達
の
感
想
と
し
て
、

一
、
演
奏
し
て
い
る
表
情
が
と
て
も

良
か
っ
た
し
手
拍
子
で
一
緒
に
共

演
で
き
て
と
て
も
楽
し
か
っ
た
。

二
、
太
鼓
が
、
あ
ん
な
に
多
く
の
音

が
奏
で
ら
れ
る
と
は
思
っ
て
い
な

か
っ
た
。
力
強
い
音
や
表
情
、
劇

を
観
て
い
る
気
分
に
な
り
ま
し
た
。

◎
頑
張
っ
た
「
菊
作
り
」



活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

（
和
出
村
診
療
所
付
近
）

善
意
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

11
月
13
日
道
志
村
漁
業
協
同
組
合
よ

り
、
道
志
村
社
会
福
祉
協
議
会
の
福
祉

事
業
に
三
十
万
円
の
寄
付
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

平成21年12月１日（10）

道志村トピックス

や
ま
ゆ
り
セ
ン
タ
ー

新
刊
図
書
を
購
入
し
ま
し
た

や
ま
ゆ
り
セ
ン
タ
ー
の
施
工
業
者
で

あ
る
タ
カ
ム
ラ
建
設
株
式
会
社
様
、
株

式
会
社
サ
ン
エ
イ
様
、
芙
蓉
実
業
株
式

会
社
様
よ
り
図
書
費
と
し
て
十
万
円
を

ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

都
留
文
科
大
学
の
藤
本
先
生
に
ご
指
導

い
た
だ
き
、
親
子
で
利
用
で
き
る
よ
う

絵
本
・
童
謡
な
ど
を
中
心
に
購
入
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

新
刊
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
お
り
ま
す
の

で
、
お
立
ち
寄
り
の
際
は
ぜ
ひ
ご
利
用

下
さ
い
。

写
真
は

左
、
タ
カ
ム
ラ
建
設
社
長
（
高
村
様
）

右
、
中
野
恭
志
教
育
長

特
設
人
権
相
談
所
の
開
設

11
月
３
日
、
道
志
村
や
ま
ゆ
り
セ
ン

タ
ー
で
道
志
村
制
施
行
１
２
０
周
年
記

念
事
業
「
人
権
講
演
会
」
が
開
く
と
と

も
に
、
午
前
中
は
人
権
擁
護
員
と
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
保
健
師
に
よ
る

「
特
設
人
権
相
談
所
」
が
開
設
さ
れ
ま

し
た
。

昭
和
24
年
か
ら
毎
年
12
月
４
日
か
ら

10
日
ま
で
の
１
週
間
を
「
人
権
週
間
」

と
定
め
て
い
ま
す
。
本
村
で
も
12
月
４

日
に
や
ま
ゆ
り
セ
ン
タ
ー
に
て
「
特
設

人
権
相
談
所
」
を
開
設
し
ま
す
の
で
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

林
野
火
災
防
御
訓
練
の
実
施

平
成
21
年
11
月
８
日
（
日
）
午
前
９

時
30
分
～
午
前
11
時
15
分
の
間
、
室
久

保
林
間
広
場
に
お
い
て
、
秋
の
火
災
予

防
運
動
の
一
環
と
し
て
、
道
志
村
の
93

パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
山
林
原
野
か
ら

の
火
災
予
防
と
被
害
の
軽
減
及
び
、
都

留
市
消
防
署
道
志
出
張
所
、
道
志
村
消

防
団
、
山
梨
県
消
防
航
空
隊
、
横
浜
市

水
道
局
水
源
林
管
理
所
と
の
連
携
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
消
防
団
員
の
技
術
の
向
上
と

士
気
の
高
揚
を
図
り
、
消
防
活
動
の
充

実
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
分
団
ご

と
に
編
成
し
た
チ
ー
ム
に
よ
る
小
型
ポ

ン
プ
操
法
大
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

漁
協
に
よ
る
自
然
環
境
の
保
全

活
動
及
び
整
備
活
動
の
実
施

自
然
環
境
の
保
全
活
動
及
び
整
備
活

動
の
実
施
に
よ
り
、
水
質
保
全
環
境
美

化
モ
デ
ル
地
区
（
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
～
道
の
駅
）
を
指
定
し
、
水
質
保

全
美
化
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
住
民

へ
の
環
境
に
関
す
る
啓
蒙
活
動
と
広
報



（11）

築地さんで45人目となります。

村制120周年記念事業のお知らせお
誕
生
お
め
で
と
う
（
出
生
）

長
　
　
又
　
柏
村
　
悠�

�
希�

ち
ゃ
ん

（
届
出
人
）柏
村
承
徳

西
和
出
村
　
山
本
　
愛
子

�

�

ち
ゃ
ん

（
届
出
人
）山
本
智
司

末
永
く
、
お
幸
せ
に
（
結
婚
）

中
　
神
　
地
　
　
　
　
山
口
　
博
信

富
士
吉
田
市
　
　
　
　
大
森
　
咲
子

小
　
善
　
地
　
　
　
　
佐
藤
　
勝
城

馬
　
　
　
場
　
　
　
　
佐
藤
　
瑠
美

（
十
月
届
出
）

慶

弔

つるうめもどきの花言葉：強運

秋の野山を代表する落葉性の蔓 (つる) 植物、つるう
めもどきは、里山に自生し済んだ空の青に映える赤い
実が鮮やかで、秋の山の風物詩のような存在です。実の
鑑賞期間が長いので、正月の切花などにも使われます。

月日の経つのは
早いものですね。

月夜野　　築地文博さん

30年前、船大工だった横須賀・海辺の暮らし
に、癌で入院していた母の予後通院ワクチンの
為、津久井に戻れないかと言う家族の知らせが届
きました。
海から山の暮らしへの転換には、不安や、戸惑

いも有りました、が・・カヌーやカヤックなら
ば、自作教室を開き生きていける・・と決心。
道志橋際で、サーフスキーの設計・製作・販売

のかたわら、インターナショナル「モス」級合板
製軽量レースヨットの自作教室を開き、多くの生
徒達が巣立って行きました。週刊誌・ＴＶの取材
を受ける事もたびたび有り「信念と勇気」さえ有
れば自分の人生を生きる事が出来る・・と確信を
深めて行った訳です。
三年の通院で母は、何と全快して水戸に越して

行きました。勤めていた会社も閉社となり、又一
人の人生・・。陸の暮らしにも慣れ、工房と住まい
を探していた自分にとって最高の条件の「月夜野分
校跡」道志村の今の住まいが見つかったのです。
越して来て、あっ！という間に月日が過ぎ、早

20年になります。消防団活動も16年で還暦退
団、今までの流転の人生では味わえなかった「地
域での役割り」を果たしているうち・・村に溶け
込んで行く自分が居るのに気が付きました。趣味
の渓流釣り、太極拳の修行、小さな菜園、間伐材
を利用しての手造りカヤック自作教室の準備と楽
しんで暮らしています。
今までの人生では味わう事の無かった平穏な毎

日・・素敵な方達とのふれあい交流・・こんな自
分を受け入れてくださった道志村に日々感謝をし
ています。

佐
さ

藤
とう

秀
ひで

虎
とら

くん（谷相）

平成19年４月30日生
父  俊範さん　母  亜里美さん

つ
る
う
め
も
ど
き

笹
久
根
　
　
出
羽
和
春
さ
ん

〜 未来への手紙 〜

平成21年11月７日をもって
投函終了しました。 

投函数　４４８ 通

10年間保管した後、平成31年に
みなさまのもとへ郵送いたします。
ご協力ありがとうございました。

送付先の住所や氏名が変更された場合は、
道志村役場（0554-52-2111）までご連絡ください。

訂
正
と
お
詫
び

11
月
号
の
表
紙
10
／

５
村
民
体
育
祭
で
掲
載

し
た
の
は
、
10
／
４
村

民
体
育
祭
で
し
た
。

Ｐ
５
の
基
金
現
在
高

の
状
況
・
地
方
債
の
現

在
高
の
単
位
０
円
と
掲

載
し
た
の
は
、
単
位
千

円
で
し
た
。

Ｐ
22
の
道
志
村
１
２

０
周
年
の
道
志
村
消
防

団
出
式
と
掲
載
し
た
の

は
、
道
志
村
消
防
団
出

初
式
で
し
た
。

訂
正
し
て
お
詫
び
い

た
し
ま
す
。
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大正９年　道坂堕道工事竣工祝

道志村制120周年
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クリスマスリースとは、クリスマスリースの由来についても諸説がありますが、用途的には葉に殺菌作
用と抗菌作用のある常緑樹を玄関に飾り、魔よけにしたというものと、豊作を願って玄関を飾る、日本
で言えばしめ縄のような役割があったというものが有力です。実際リースに使用される樹木はモミの木
やキリストの受難を表すひいらぎなどの魔よけや宗教的意味合いの強いものと、麦の穂、ブドウの蔓、
松ぼっくり、リンゴなどの作物に関係するものがあります。中でもリンゴは寒い冬に保存が利き、栄養
のある非常にありがたい作物で、常緑樹に吊して神へのお供えものとしても使われていたようです。

Ｈ21.11.１現在　世帯数：623世帯　人口：1984人 (男：989人　女：995人）発行　道志村役場

村
制
施
行
１
２
０
周
年
記
念
事
業
に
ち
な
み
、
今
年
一
年
間
道
志
村
の
昔
の
写
真
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。
こ
の
記
念
す
べ
き

年
に
道
志
村
の
過
去
を
振
り
返
る
機
会
と
し
て
、
先
人
達
の
歩
ん
だ
足
跡
を
紹
介
し
て
お
り
ま
す
。
古
い
写
真
を
お
持
ち
で
掲

載
を
希
望
し
た
い
方
は
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

（
今
後
村
の
事
業
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
）

写真提供：山口俊成さん

歳 時
記

大正15年１月　消防組役員


